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中津市議会議員 大塚正俊



第3回定例市議会（9月議会）は、9月1日から10月3日の31日間開催
されました。
平成30年度一般会計補正予算等の予算議案7件、条例議案9件、その
他議案3件、人事案件4件、報告案件5件、請願1件、意見書5件、決議1
件、平成29年度一般会計等の決算認定議案14件の計49件が上程され
ました。意見書3件を否決、請願1件、決算認定14件を継続審査とし、そ
れ以外の議案は原案通り可決しました。
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１．7月豪雨による浸水被害を踏まえて

①浸水被害の原因究明と対策

②下水道雨水対策事業の推進

③冠水した通学路の安全対策

④浸水想定区域内にある避難所の見直し

⑤収容可能な避難所の配置と機能の充実

２．鉄道を活かしたまちづくり

①ＪＲ九州と連携したまちづくりに向けて

②福岡圏域のベッドタウンとしてのまちづくり

３．子ども医療費の無償化に向けて

①持続可能な財政運営

平成３０年９月定例議会一般質問の概要

■私は、一般質問で以下の項目について執行部の考え方を質しました。
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一般質問における参考資料



１．平成30年度一般会計補正予算（第3号）
補正額2億5,645万円 （補正後予算額 412億2,601万円 ）
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平成30年9月定例議会で決まったこと。【抜粋】

□ふるさと中津応援寄付金推進事業
3,696万円

・寄付件数の増加を図るためのインターネッ
ト広告料の増額

・寄付の見込増に伴う返礼品発送経費、決済
手数料の増額

・ふるさと納税の寄付金増額が見込まれるた
め積立金を増額

（4,000万円⇒1億円）
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□公共施設等総合管理計画推進事業；639万円
・公共施設（482ｹ所）の利用状況を踏まえ、維持管理費や建

替え費用等のライフサイクルコスト、費用対効果分析を行
い、施設の存続や廃止、統廃合の方針を策定する。

□観光宣伝活動事業：493万円
・耶馬溪金吉の土砂災害に伴う風評被害の早期払拭のため、県外
での観光PR活動やインターネット広告、イベント等を行う。

◎公共施設等の改修・更新費用の見通し
・建物 40年間総額 723.4億円 （1年あたり
18.1億円）
→ 直近5ヶ年平均15.0億円の1.2倍に相当
※推計条件：30年目に大規模改修、60年
目に同規模で建替え



7

□危険ブロック塀等除却事業；140万円
・個人所有等の危険性の高いブロック塀等の解体費用の一部を補助
・道路に面する箇所
・補助率；補助対象経費の1/2（上限7万円）
※事前に建築指導課にお問合せください。

□地域福祉活動推進事業；30万円
・小楠校区の住民型有償サービス立上げに対する補助金



□子ども医療費助成事業；243万円
・子ども医療費の助成対象拡大（小・中学生の通院）に伴うシステ
ム改修等
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□買い物支援事業；750万円
・コアやまくに移動販売事業補助金
・10月22日より山国町内を移動販売車
（2台）で、週2回巡回販売を行う。



□市民交通安全対策事業；107万円
・満70歳以上の運転免許自主返納者にバス・タク
シー共通乗車券（１万円分）を配布（1回のみ）

・当初予算200名分⇒300名分
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□がけ地近接等危険住宅移転事業；
380万円

・がけ地崩壊等による自然災害の恐れの
ある土地からの住宅移転費用を支援す
る。

・補助対象区域；土砂災害特別警戒区域、
災害危険区域 (急傾斜地崩壊危険区域)、
大分県がけ条例適用区域
・建物除却費用；上限80万円
・住宅建設助成費用；上限300万円



□観光施設整備事業；377万円
・サイクリングロードの下郷宿場のトイレ洋式化工事
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□災害復旧費
・農地及び農業用施設災害復旧事業（58件他）；4,935万円
・林業用施設災害復旧事業（土砂撤去、修繕等）；2,081万円
・道路災害復旧事業（12件他）；860万円
・河川堤防災害復旧事業（12件）；3,175万円

・青の洞門トイレ、サイクリングロード休憩所等災害復旧事業；
203万円
※昨年7月に発生した豪雨災害の復旧に係る工事費等の増額
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□中津市議会議員及び中津市長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例の制定

・市長選挙や市議会議員選挙の候補
者に対して、公職選挙法に基づき
選挙用自動車や法定ビラ、ポス
ターの作成費用の一部を公費で負
担するもの。
・上限額；市長選挙約102万円/人、
市議会議員選挙約94万円/人
※既に、全国で90％以上の自治体選

挙や大分県知事、県議選挙でも公
費負担しています。

２．条例の制定、一部改正
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□中津市子ども医療費の助成に関する条例の一部改正

・来年7月より、小・中学生の通院に係
る医療費を助成するもの
・一部自己負担；1医療機関で通院1回に
月500円（4回まで）※5回目から無料

・今回の制度の導入による助成見込額；
1億3,300万円／年間

※一部負担を廃止した日田市では、助
成額が2倍に急増し、財政を圧迫して
いるとの事。

・旧童心会館を建設した村上巧児氏の功績を称え、市内全域から18

歳未満の子ども達が利用できるよう、「南部童心児童館」から
「村上記念童心館」に名称を改める。
・平成31年4月、殿町の旧童心会館跡地に開館予定

□中津市児童館条例の一部改正
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３．その他案件

□過疎地域自立促進計画の変更

・有利な起債である過疎債（地方交付税で措置）の対象事業に
「ケーブルテレビの放映に使用する機器購入や無料Wifiの整備事
業」を加える。
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□誰もが安心・安全に過ごすことができる
避難所の拡充と機能の充実を求める決議

４．決議（採択）

１．避難所として指定されている避難所の安全性の確認と不適な避難所の見
直しを早急に実施すること

２．避難準備・高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示の発令にあって、地
域内の市民の受け入れが可能な一次避難所を拡充するとともに、二次避
難所も開設できる体制を早期に確立すること

３．避難所となる小中学校等の体育館、公民館等に、電話回線、テレビ回線、
トイレの洋式化、エアコンの設置、スロープ設置、受水槽に蛇口の設置、
非常食、簡易トイレ・ベット等の備蓄を行うこと

４．特に支援を要する災害時要支援者は、一次避難として福祉避難所に避難
できるように検討すること

５．避難所での安全で安心な生活環境が保持されるよう、各地区における一
次・二次避難所運営の訓練を市が主体となって実施すること
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□平成３１年度税制改正における自動車関係諸税の抜本
改革を求める意見書

５．意見書

６．意見書（不採択）

□水道民営化を押し進める水道法改正案に反対する意見書
□主要農産物種子法の復活を求める意見書

□「特定複合観光施設区域整備法」（カジノリゾート整備
法）の廃止を求める意見書

※私たちの会派8名と共産党3名

が賛成しましたが、その他の議
員14名の反対で否決されました
。
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